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律
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目
　
次

　
は
し
が
ぎ

一
　
逸
文
の
摺
掠

二
　
条
文
の
存
否

三
　
冊
定
そ
の
他

は
　
し
　
が
　
き

　
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
、
私
は
律
令
学
を
専
攻
す
る
国
学
院
大
学
の
同
学
諸
兄
姉
と
共
に
、
国
学
院
大
学
律
令
講
究
会
を
結
成
し
、
す

で
に
律
令
講
究
会
の
名
に
お
い
て
「
律
条
拾
零
」
と
題
す
る
律
逸
文
の
研
究
を
『
国
学
院
大
学
目
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
の
最
近
号
に
掲

載
し
た
Q
本
稿
は
、
い
わ
ば
そ
の
余
篇
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
新
し
く
律
の
逸
文
を
蒐
集
す
る
に
当
っ
て
、
我
々
は
改
め
て
次
の
三
点
に
留
意
す
る
こ
と
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
e
逸
文
の
断

簡
零
墨
と
い
え
ど
も
、
こ
れ
を
群
籍
の
中
か
ら
据
撫
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
逸
文
そ
の
も
の
が
発
見
さ
れ
な
く
と
も
、
当
該
律
文
の
語
句



が
論
理
上
、
推
測
可
能
な
る
場
合
に
は
、
意
を
以
っ
て
、
そ
れ
を
補
う
こ
と
が
許
さ
る
べ
き
こ
と
。
口
逸
文
が
全
く
発
見
さ
れ
て
い
な
い
一

条
文
、
ま
た
は
条
項
に
お
い
て
も
、
そ
の
条
文
、
ま
た
は
条
項
の
存
否
が
他
の
史
料
か
ら
窺
わ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
明
か
に
す
る
こ

と
。
日
逸
文
が
す
で
に
発
見
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
と
同
様
な
逸
文
が
新
し
く
他
の
史
料
に
も
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
典
拠
を
明

示
し
て
お
く
こ
と
。
（
こ
の
こ
と
は
、
従
来
発
見
さ
れ
て
い
る
逸
文
の
史
料
的
価
値
を
更
に
大
な
ら
し
め
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
）

　
以
上
の
三
点
に
留
意
し
つ
つ
、
我
々
は
江
戸
時
代
以
来
の
幾
多
の
先
学
の
輝
し
き
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
従
来
復
原
さ
れ
て
い
る
条

文
と
い
え
ど
も
、
も
う
一
度
原
典
に
湖
及
し
て
、
先
学
に
よ
る
復
原
を
再
検
討
す
る
と
い
う
方
法
を
も
と
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
我
々
の

逸
文
の
研
究
は
、
甚
だ
微
細
な
点
に
わ
た
る
こ
と
と
な
ろ
う
が
、
こ
れ
ま
た
、
逸
文
の
研
究
が
従
来
の
大
規
模
な
逸
文
の
蒐
集
の
段
階
か

ら
、
す
で
に
こ
の
よ
う
な
微
視
的
な
研
究
の
段
階
に
立
ち
至
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
　
逸
文
の
摺
撫
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ω
　
雑
律
私
鋳
銭
条

　
養
老
律
に
私
鋳
銭
条
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
利
光
三
津
夫
博
士
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
（
『
律
の
研
究
』
九
四
頁
以

下
）
、
養
老
名
例
律
の
彼
此
倶
罪
条
の
疏
文
に
、

　
　
若
私
鋳
銭
事
発
。
所
獲
作
具
。
及
銭
銅
。
或
違
法
殺
馬
牛
等
肉
。
如
此
之
類
。
律
令
無
文
者
。
其
肉
及
銭
。
私
家
合
有
。
准
如
律
令
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
不
合
没
官
。
作
具
及
銭
。
不
得
循
用
。
殿
詑
付
主
。
罪
依
法
科
。
（
傍
点
筆
者
）

と
あ
る
こ
と
、
お
よ
び

　
　
私
鋳
銭
者
。
雑
律
云
。
徒
三
年
。

と
い
う
養
老
律
私
鋳
銭
条
の
逸
文
が
、
竹
内
理
三
博
士
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
（
「
律
逸
五
条
」
『
歴
史
地
理
』
七
三
の
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四
）
、
疑
問
の
余
地
は
全
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
利
光
博
士
は
、
養
老
律
に
私
鋳
銭
条
が
存
在
す
る
こ
と
等
の
理
由
か
ら
、
そ
の

先
律
で
あ
る
大
宝
律
に
も
、
同
条
文
が
存
在
し
た
と
い
う
推
測
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
私
は
、
こ
の
利
光
博
士
の
推
測
を
次
に

掲
げ
る
続
日
本
紀
の
天
平
十
二
年
六
月
十
五
目
の
記
事
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
推
断
に
ま
で
高
め
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。

　
　
自
天
平
十
二
年
六
月
十
五
目
戌
時
以
前
大
辟
以
下
。
成
赦
除
之
。
（
中
略
）
其
監
臨
主
守
自
盗
。
々
所
監
臨
。
故
殺
人
謀
殺
人
殺
訪
。

　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
し
　
　
ヤ

　
　
私
鋳
銭
作
具
既
備
。
強
盗
窃
盗
。
（
中
略
）
不
在
赦
限
。
　
（
大
系
本
一
五
八
頁
）

　
右
の
文
中
の
「
私
鋳
銭
作
具
既
備
」
は
、
律
文
か
ら
の
引
用
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
唐
雑
律
に
、

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
ヤ
　
　
セ
　
　
も

　
　
諸
私
鋳
銭
者
。
流
三
千
里
。
作
具
已
備
未
鋳
者
。
徒
二
年
・
作
具
未
備
者
。
杖
一
百
・

と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
作
具
既
備
」
な
る
文
が
大
宝
律
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
「
作
具
未
備
」
な
る
文
も
亦
、
当
然
大
宝
律
に
は
あ
っ
た

に
違
い
な
い
。
以
上
か
ら
大
宝
律
に
は
ほ
ぼ
確
実
に
私
鋳
銭
条
が
存
在
し
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
大
宝
律
に
私
鋳
銭
条
が
存
在
し
、
か

つ
右
の
「
作
具
既
備
」
、
「
作
具
未
備
」
な
る
文
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
養
老
律
私
鋳
銭
条
に
も
、
上
記
の
文
が
存
在
し
た
と
考
え
て
も
よ

い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
以
上
か
ら
、
養
老
雑
律
に
も
、
次
の
如
き
私
鋳
銭
条
が
推
測
さ
れ
よ
う
・

　
　
凡
私
鋳
銭
者
。
徒
三
年
。
（
狩
野
亨
吉
氏
所
蔵
文
書
）
作
具
既
備
未
鋳
者
。
（
拠
続
目
本
紀
天
平
＋
二
年
六
月
＋
五
日
条
、
以
意
補
）
徒
二
年
。
（
唐
律
）
作

　
　
具
未
備
者
。
（
拠
続
日
本
紀
前
掲
条
、
以
意
補
）
杖
一
百
。
（
唐
律
）

　
な
お
、
近
時
虎
尾
俊
哉
博
士
が
「
雑
律
私
鋳
銭
条
の
存
否
」
（
『
古
事
類
苑
月
報
』
一
二
）
な
る
論
考
に
お
い
て
、
同
条
の
存
否
に
つ
い

て
種
々
考
証
さ
れ
、
「
わ
が
雑
律
に
私
鋳
銭
条
が
存
し
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
い
は
依
然
と
し
て
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

わ
が
雑
律
に
私
鋳
銭
条
な
し
と
い
う
判
断
は
蓋
然
性
の
高
い
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
決
定
的
な
も
の
で
は
な
い
。
」
と
し
て
、
同
条
文
の

存
否
に
つ
い
て
、
な
お
疑
い
を
も
た
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
以
上
か
ら
同
条
の
存
在
は
明
白
で
あ
っ
て
、
あ
え
て
間
題
に
す
る
必
要

は
な
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
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②
　
雑
律
博
戯
賭
財
物
条

　
国
史
大
系
『
律
』
所
収
の
「
律
逸
文
」
に
は
、
雑
律
博
戯
賭
財
物
条
が
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
（
一
五
七
頁
）
。

　
　
凡
補
博
戯
賭
財
物
者
。
各
杖
一
百
。
蜀
魏
糖
挙
博
為
例
。
余
戯
皆
是
。
説
嬉
律
羅
駄
購
騙
ボ
鰻
獅
糖
即
坐
。
如
棚
〕
賊
重
者
。
各
依
己
分
準
盗
論
。
齢
骸

　
　
瀕
輸
者
亦
依
己
分
為
従
坐
。
其
〔
停
止
主
人
及
出
九
葡
難
毬
若
和
合
者
各
如
之
。
賭
飲
食
者
不
坐
。
卸
唐

　
右
の
〔
〕
内
の
文
は
、
瀧
川
政
次
郎
博
士
の
復
原
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
瀧
川
政
次
郎
『
律
令
の
研
究
』
六
五
九
頁
）
。
し
か
し

て
、
瀧
川
博
士
が
復
原
さ
れ
た
「
停
止
主
人
及
出
九
」
は
、
僧
尼
令
集
解
の
左
の
文
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
博
戯
者
。
停
止
主
人
及
出
九
勾
合
等
亦
同
。
（
大
系
杢
三
六
頁
）

　
右
の
文
中
の
「
停
止
主
人
」
は
、
養
老
捕
亡
令
博
戯
条
中
の
「
容
止
主
人
」
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
て
、
賭
場
を
開
帳
せ
る
主
人
を
い
う

も
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
「
出
九
」
、
「
勾
合
」
と
は
い
か
な
る
も
の
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
尾
佐
竹
猛
博
士
の
『
賭

博
と
掬
摸
の
研
究
』
（
一
〇
八
頁
以
下
）
に
そ
の
考
証
が
見
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
出
九
に
つ
い
て
は
、
博
士
は
令
義
解
の
「
挙
九
取

利
。
是
為
出
九
。
即
以
九
為
例
。
余
須
准
知
也
。
」
、
唐
律
疏
の
「
出
玖
之
人
。
亦
挙
玖
為
例
。
不
限
取
利
多
少
。
」
、
お
よ
び
名
物
六
帖
の

「
蓋
博
徒
則
勝
十
。
有
負
則
出
僕
止
以
九
云
々
」
の
文
を
あ
げ
て
、
「
即
ち
、
一
種
の
冒
険
貸
借
で
あ
る
。
九
円
を
貸
し
て
勝
っ
た
と
き
に

は
十
円
に
し
て
返
済
を
受
け
、
負
け
た
と
き
に
は
元
の
九
円
丈
け
で
我
慢
す
る
も
の
で
、
後
世
の
貸
元
、
或
は
賭
場
の
金
貸
で
あ
る
。
出

と
挙
と
は
貸
の
意
味
で
あ
る
か
ら
、
俗
に
『
九
貸
し
』
と
で
も
云
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
こ
で
和
漢
と
も
九
と
い
ふ
の
は
例
示
で
、
金
を

貸
し
て
儲
け
る
も
の
は
皆
此
例
に
依
っ
て
罰
す
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
次
に
「
勾
合
」
に
つ
い
て
は
、
令
義
解
の
「
謂

和
合
両
人
。
令
相
敵
対
。
是
為
句
合
也
。
」
と
い
う
文
を
あ
げ
て
、
「
賭
場
の
世
話
人
、
或
は
後
世
の
『
中
盆
』
の
薯
兄
杯
い
ふ
連
中
を
い

ふ
の
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
尾
佐
竹
博
士
の
解
釈
に
従
う
な
ら
ば
、
右
の
「
勾
合
」
は
前
掲
唐
律
の
「
若
和
合
者
各
如
之
」
の
「
和
合
」
と
同
義
語
と
い
え
よ
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う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
句
合
」
に
関
す
る
前
掲
義
解
の
文
に
、
「
謂
和
合
両
人
。
令
相
敵
対
。
」
と
あ
り
、
又
唐
律
疏
の
文
中
に
、
「
和
合

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も

者
」
を
解
し
て
、
「
若
和
合
人
。
令
戯
者
。
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
前
掲
僧
尼
令
集
解
中
の
「
勾
合
」
が
、
唐
律
の
「
和
合
」

と
同
義
語
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
前
掲
国
史
大
系
の
復
原
文
中
の
未
復
原
の
部
分
、
す
な
わ
ち
「
若
和
合
者
各
如
之
」
は
、
僧
尼
令
集

解
の
文
に
よ
っ
て
意
を
も
っ
て
補
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
左
に
復
原
文
を
示
す
。

　
　
凡
（
補
）
博
戯
賭
財
物
者
。
各
杖
一
百
。
（
法
曹
至
要
抄
）
（
中
略
）
其
（
唐
律
）
停
止
主
人
及
出
九
（
僧
尼
令
集
解
）
若
和
合
者
各
如
之
（
拠
僧

尼
令
集
解
、
以
意
補
）

　
さ
て
、
次
は
本
条
に
相
当
す
る
条
文
が
大
宝
律
に
も
存
在
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
続
日
本
紀

天
平
勝
宝
六
年
十
月
十
四
日
の
左
の
記
事
が
参
考
に
な
ろ
う
。

　
　
勅
。
官
人
百
姓
。
不
畏
憲
法
。
私
聚
徒
衆
。
任
意
讐
六
。
至
於
淫
迷
。
子
無
順
父
。
終
亡
家
業
。
亦
鱈
孝
道
。
因
斯
。
遍
仰
京
畿
七

　
　
道
諸
国
。
固
令
禁
断
。
其
六
位
已
下
。
無
論
男
女
。
決
杖
一
百
。
不
須
蔭
腰
ゆ
但
五
位
者
。
即
解
見
任
。
及
奪
位
緑
位
田
（
以
下
略
）
。

　
　
（
大
系
本
二
二
二
頁
）

　
こ
こ
に
隻
六
の
禁
止
が
見
ら
れ
る
が
、
養
老
捕
亡
令
の
博
戯
条
の
義
解
に
、
「
博
戯
者
。
讐
六
樗
蒲
之
属
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
讐
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

は
樗
蒲
と
並
ん
で
、
当
時
博
戯
の
代
表
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
前
掲
続
紀
の
記
事
に
「
不
畏
憲
法
」
と
あ
る
か
ら
、

博
戯
の
禁
止
は
律
令
に
規
定
さ
れ
て
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
大
宝
律
に
も
養
老
雑
律
博
戯
条
に
相
当
せ
る
条
文

が
あ
っ
た
と
推
定
出
来
よ
う
。
し
か
ら
ば
、
そ
の
内
容
は
如
何
と
い
う
に
、
続
日
本
紀
の
文
武
天
皇
二
年
七
月
乙
丑
の
記
事
に
、

　
　
又
禁
博
戯
遊
手
之
徒
。
其
居
停
主
人
。
亦
与
同
罪
。
（
大
系
本
三
頁
）

と
あ
っ
て
、
博
戯
が
禁
止
さ
れ
、
ま
た
、
「
居
停
主
人
」
も
博
戯
者
と
同
罪
と
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
て
い
る
。
右
の
　
「
居
停
主
人
」
は
、

唐
律
お
よ
び
前
掲
養
老
律
の
雑
律
博
戯
賭
財
物
条
の
「
停
止
主
人
」
と
同
義
語
で
あ
ろ
う
。
し
か
り
と
す
れ
ば
、
こ
の
「
居
停
主
人
」
が
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博
戯
者
と
同
罪
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
唐
律
お
よ
び
養
老
律
と
同
一
で
あ
る
。
文
武
天
皇
二
年
と
い
え
ば
、
大
宝
律
が
編
纂
さ
れ
る
数
年
前

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
時
点
で
博
戯
罪
に
関
し
て
、
養
老
律
と
同
趣
旨
の
立
法
が
為
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
大
宝
律
も
ま
た
、
こ
の
文
武

天
皇
二
年
の
勅
と
同
様
、
「
居
停
主
人
（
停
止
主
人
）
」
が
博
戯
賭
財
物
者
と
同
罪
と
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
左
に
掲
げ
る
僧
尼
令
集
解
の
古
記
の
文
に
注
目
し
た
い
。

　
　
古
記
云
。
（
中
略
）
博
戯
。
謂
武
習
力
競
之
類
。
亦
不
聴
。
與
俗
人
少
異
也
。
博
戯
者
。
錐
不
賭
亦
苦
使
。
雑
戯
皆
是
。
（
大
系
杢
三

　
　
六
頁
）

　
僧
尼
令
に
は
、

　
　
凡
僧
尼
。
作
音
楽
及
博
戯
者
。
百
日
苦
使
。
碁
琴
不
在
制
限
。

と
あ
っ
て
、
僧
尼
で
博
戯
を
し
た
者
は
、
百
日
間
の
苦
使
が
科
せ
ら
れ
て
い
た
。
処
で
、
唐
律
疏
に
は
、

　
　
弓
射
既
習
武
芸
。
錐
賭
物
亦
無
罪
名
。

と
あ
り
、
前
掲
養
老
律
疏
に
も
、
「
碁
射
錐
賭
亦
無
罪
。
」
と
い
う
逸
文
が
拾
わ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
唐
律
お
よ
び
養
老
律
に
お
い
て

は
、
弓
射
は
財
を
賭
け
て
も
、
武
芸
奨
励
の
意
味
か
ら
無
罪
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
掲
古
記
の
文
中
に
、
「
博
戯
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も

謂
武
習
力
競
之
類
。
亦
不
聴
。
与
俗
人
少
異
也
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
僧
尼
が
「
武
習
力
競
之
類
」
に
財
を
賭
け
る
こ
と
は
禁

じ
ら
れ
て
い
た
が
、
俗
人
が
そ
れ
に
財
を
賭
け
て
も
無
罪
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
然
り
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
前
掲
唐
律
お
よ
び
養
老

律
の
疏
文
と
同
じ
趣
旨
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
大
宝
律
に
お
い
て
も
、
「
碁
射
難
賭
亦
無
罪
」
と
い
う
疏
文
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
よ
う
。

　
さ
ら
に
前
掲
僧
尼
令
集
解
の
古
記
の
文
に
、
「
博
戯
者
。
錐
不
賭
亦
苦
使
。
」
な
る
文
が
見
え
て
い
る
が
、
前
掲
養
老
律
疏
の
逸
文
と
思

わ
れ
る
も
の
に
も
、
「
讐
六
樗
蒲
。
錐
不
賭
即
坐
。
」
と
い
う
規
定
が
あ
る
。
こ
の
養
老
律
疏
の
規
定
は
、
唐
律
に
は
全
く
見
え
な
い
も
の
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で
あ
っ
て
、
も
し
、
こ
の
規
定
が
日
本
律
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
．
代
表
的
な
博
戯
で
あ
る
讐
六
、
樗
蒲
は
、
日
本
に
お
い
て
は
財
物
を
賭

け
ず
と
も
、
す
な
わ
ち
そ
れ
を
遊
戯
と
し
て
も
て
あ
そ
ん
だ
だ
け
で
も
、
博
戯
を
し
た
と
し
て
有
罪
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と

は
博
戯
罪
に
関
す
る
日
唐
律
の
質
的
な
相
違
と
し
て
頗
る
注
目
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
前
掲
僧
尼
令
集
解
の
古
記
の
文
か
ら
推
し

て
、
大
宝
律
に
も
同
趣
旨
の
文
が
存
在
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
但
し
、
財
物
を
賭
け
ず
と
も
、
博
戯
が
罪
と
さ
れ
た
の
は
、
大

宝
律
で
は
僧
尼
の
み
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
の
で
、
こ
の
点
は
も
う
暫
く
結
論
を
留
保
し
た
い
。
ま
た
、
博
戯
賭
財
物
罪
が
唐
律
、
養

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

老
律
共
に
杖
一
百
で
あ
り
、
前
掲
天
平
勝
宝
六
年
の
勅
に
、
「
其
六
位
已
下
。
無
論
男
女
。
決
杖
一
百
。
不
須
蔭
蹟
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

大
宝
律
も
ま
た
、
杖
一
百
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
点
も
後
考
に
侯
ち
た
い
。

　
以
上
を
要
す
る
に
、
大
宝
律
に
お
い
て
も
、
そ
の
大
綱
に
お
い
て
は
、
養
老
律
と
同
様
な
博
戯
賭
財
物
条
が
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
よ
う
。

二
　
条
文
の
存
否

ω
　
名
例
律
略
和
誘
人
条

　
ま
ず
、
唐
名
例
律
略
和
誘
人
条
を
左
に
掲
げ
る
。

　
　
諸
略
和
誘
人
。
若
和
同
相
賞
。
（
中
略
）
赦
書
到
後
百
日
。
見
在
不
首
。
故
蔽
匿
者
。
復
罪
如
初
。
媒
保
不
坐
。
其
限
内
事
発
。
錐

　
　
不
自
首
非
蔽
匿
。
錐
限
内
。
但
経
問
不
臣
者
。
亦
為
蔽
匿
。

　
右
の
名
例
律
の
意
味
す
る
処
は
、
略
和
誘
人
、
和
同
相
売
等
の
罪
は
、
恩
赦
を
う
け
た
場
合
、
赦
書
が
到
達
し
て
か
ら
百
日
以
内
に
犯

罪
者
が
そ
の
罪
を
自
首
せ
ず
、
故
意
に
蔽
匿
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
罪
は
当
初
と
同
じ
と
す
る
。
そ
の
場
合
、
媒
保
し
た
者
は
罪
を
問
わ
な

い
。
そ
の
百
日
の
期
限
内
に
事
が
発
覚
し
た
時
は
、
自
首
せ
ず
と
も
蔽
匿
と
は
認
め
な
い
。
但
し
、
百
日
の
期
限
内
に
あ
っ
て
も
、
訊
問



を
う
け
て
承
伏
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
や
は
り
蔽
匿
と
み
な
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
続
日
本
紀
の
天
平
十
六
年
九
月
二
十
六
日
条
に
は
、
左
の
如
き
記
事
が
見
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
勅
八
道
巡
察
使
等
日
。
是
行
使
等
検
問
事
条
。
国
郡
官
司
依
実
報
答
者
。
縦
当
死
罪
。
威
原
而
勿
論
。
若
有
経
問
不
臣
被
使
勘
獲

　
　
者
。
事
錐
細
小
。
依
法
不
容
。
使
宜
態
勲
告
示
。
一
事
以
上
准
勅
施
行
。
（
大
系
本
一
七
八
頁
）

　
こ
こ
に
、
前
掲
唐
名
例
律
略
和
誘
人
条
に
見
え
る
「
経
問
不
臣
」
な
る
語
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
の
続
紀
の
記
事
は
、
巡
察
使
と
国
郡

司
と
の
関
係
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
前
掲
名
例
律
の
意
味
す
る
内
容
と
は
異
な
る
が
、
こ
こ
に
「
経
問
不
臣
」
と
あ
る
こ
と
は
、

や
は
り
律
文
か
ら
こ
の
語
を
引
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
然
り
と
す
れ
ば
、
こ
の
語
は
唐
律
に
お
い
て
は
、
前
掲
条
に
の
み
認
め
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
我
が
大
宝
律
に
も
同
条
が
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
次
に
養
老
名
例
律
同
条
の
復
原
は
、
す
で
に
瀧
川
政
次
郎
博
士
に
よ
っ
て
為
さ
れ
て
い
る
（
『
律
令
の
研
究
』
五
六
四
頁
）
。
し
か
し
、

「
限
内
事
発
。
難
不
自
首
非
蔽
匿
」
な
る
律
本
文
は
西
宮
記
か
ら
拾
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
注
文
で
あ
る
「
難
限
内
。
但
経
問
不
臣
者
。

亦
為
蔽
匿
。
（
唐
律
）
」
は
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
本
注
の
部
分
は
、
以
上
か
ら
養
老
律
に
お
い
て
も
、
存
在
し
た
可
能
性
は
高

い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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の
　
闘
訟
律
以
赦
前
事
相
告
言
条

左
に
掲
げ
る
続
日
本
紀
、
天
平
十
一
年
二
月
三
十
日
の
記
事
に
よ
っ
て
、
大
宝
律
に
お
い
て
も
、
養
老
闘
訟
律
の
以
赦
前
事
相
告
言
条

に
相
当
す
る
条
文
が
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
勅
。
二
月
廿
六
日
赦
書
云
。
敢
以
赦
前
事
告
言
者
以
其
罪
々
之
。
宜
豊
可
停
。
（
大
系
本
一
五
四
頁
）

　
ち
な
み
に
、
右
の
傍
点
の
部
分
に
相
当
す
る
養
老
闘
訟
律
の
逸
文
を
あ
げ
れ
ば
、
左
の
通
り
で
あ
る
。
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凡
（
補
）
以
赦
前
事
相
告
言
者
。
以
其
罪
罪
之
。
（
政
事
要
略
八
四
）

　
⑥
　
闘
訟
律
越
訴
条

　
左
に
掲
げ
る
続
日
本
紀
天
平
七
年
九
月
二
十
八
日
の
記
事
に
よ
っ
て
、
大
宝
律
に
お
い
て
も
、
養
老
闘
訟
律
越
訴
条
に
相
当
す
る
条
文

が
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　
　
先
是
。
美
作
守
従
五
位
下
阿
部
朝
臣
帯
麻
呂
等
故
殺
四
人
。
其
族
人
詣
官
申
訴
。
而
右
大
弁
正
四
位
下
大
伴
宿
弥
道
足
（
中
略
）
等

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ト
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
し
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も

　
　
六
人
。
坐
不
理
訴
人
事
。
於
是
下
所
司
科
断
。
承
伏
既
詫
。
有
詔
並
宥
之
。
（
大
系
本
一
三
八
頁
以
下
）

　
今
、
養
老
闘
訟
律
越
訴
条
の
逸
文
を
掲
げ
る
な
ら
ば
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
凡
（
補
）
越
訴
（
公
式
令
集
解
、
僧
尼
令
集
解
、
続
左
丞
抄
）
及
受
（
唐
律
）
者
（
続
左
丞
抄
）
各
（
唐
律
）
答
四
十
。
（
僧
尼
令
集
解
、
続
左
丞
抄
、
式
目
抄
、

　
　
御
成
敗
式
目
註
）
若
（
唐
律
）
可
受
抑
不
受
（
公
式
令
集
解
）
者
。
（
唐
律
）
答
五
十
。
三
条
加
（
公
式
令
集
解
）
一
等
。
十
条
杖
九
十
。
（
唐
律
）

　
す
な
わ
ち
、
前
掲
続
紀
に
見
え
る
「
不
理
訴
人
」
の
罪
は
、
右
の
養
老
闘
訟
律
の
「
可
受
抑
不
受
」
の
罪
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
㈲
　
断
獄
律
與
囚
金
刃
解
脱
条

　
延
喜
式
巻
二
九
に
は
、
次
の
如
き
式
が
見
え
て
い
る
。

　
　
凡
縁
看
侍
獄
囚
及
餉
衣
食
。
家
人
入
禁
所
者
。
捜
監
錐
刀
及
他
物
以
堪
自
害
井
文
書
筆
墨
等
類
。
（
大
系
本
七
二
五
頁
）

　
右
の
延
喜
式
の
文
は
、
病
囚
を
看
護
す
る
為
に
禁
所
に
入
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
家
人
に
は
、
錐
刀
、
自
害
に
使
用
可
能
な
る
物
品
、
文

書
、
筆
墨
等
を
携
帯
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
次
に
掲
げ
る
養
老
獄
令
給
席
薦
条
と
同
有
疾
病
条
と
が
前
提
と
な
っ
て
制

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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凡
獄
皆
給
席
薦
。
其
紙
筆
及
兵
刃
杵
棒
之
類
。
並
不
得
入
。
（
令
義
解
、
大
系
本
三
二
九
菖

　
　
凡
獄
囚
有
疾
病
者
。
主
守
申
牒
。
判
官
以
下
。
親
験
知
実
。
給
讐
薬
救
療
。
病
重
者
。
脱
去
枷
柾
。
循
聴
家
内
一
人
入
禁
看
侍
。
其

　
　
有
死
者
。
亦
即
同
検
。
若
有
他
故
者
。
随
状
推
科
。
（
同
、
大
系
杢
一
三
九
頁
）

　
さ
て
、
唐
断
獄
律
與
囚
金
刃
解
脱
条
に
相
当
す
る
養
老
律
は
、
ま
だ
逸
文
の
断
片
す
ら
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
存
否
は
明
か
で
は

な
い
が
、
前
掲
延
喜
式
の
文
か
ら
、
そ
の
存
在
の
可
能
性
を
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
唐
断
獄
律
同
条
に
は
、

　
　
諸
以
金
刃
及
他
物
可
以
自
殺
及
解
脱
。
而
與
囚
者
杖
一
百
。
若
囚
以
故
逃
亡
。
及
自
傷
傷
人
者
徒
一
年
。
自
殺
殺
人
者
徒
二
年
。

　
　
（
以
下
略
）

と
あ
り
、
そ
の
疏
文
に
は
、

　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
金
刃
。
謂
錐
刀
之
属
。
他
物
。
謂
縄
鋸
之
類
。
可
以
自
殺
及
解
脱
枷
鐘
。
難
囚
之
親
属
及
他
人
與
者
物
錐
未
用
。
與
者
即
杖
一
百
。

　
　
（
以
下
略
）

と
あ
っ
て
、
前
掲
延
喜
式
の
文
中
の
語
、
す
な
わ
ち
「
錐
刀
」
、
「
他
物
」
、
「
以
堪
自
害
」
、
「
家
人
」
等
と
類
似
せ
る
語
が
散
見
す
る
処
か

ら
考
え
れ
ば
、
前
掲
獄
令
給
薦
条
と
こ
の
延
喜
式
の
文
か
ら
、
唐
断
獄
律
與
囚
金
刃
解
脱
条
に
相
当
す
る
養
老
断
獄
律
も
亦
、
存
在
し
た

と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
⑤
　
断
獄
律
監
臨
以
杖
控
人
条

　
唐
断
獄
律
監
臨
以
杖
撞
人
条
は
、
左
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
諸
監
臨
之
官
。
因
公
事
自
以
杖
錘
人
致
死
。
及
恐
迫
人
致
死
者
。
各
従
過
失
殺
人
法
。
若
以
大
杖
及
手
足
殴
撃
折
傷
以
上
。
減
闘
殺

　
　
傷
罪
二
等
。
（
以
下
略
）

　
右
の
条
文
に
相
当
す
る
日
本
律
の
逸
文
は
、
ま
だ
そ
の
断
片
す
ら
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
条
文
の
大
意
は
、
監
臨
の
官
が
公
事
の
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為
に
、
自
ら
杖
を
も
っ
て
人
を
打
っ
て
死
に
至
ら
し
め
た
り
、
人
を
恐
迫
し
て
自
殺
せ
し
め
り
し
た
場
合
に
は
、
過
失
殺
人
罪
を
も
っ
て

論
ぜ
ら
れ
、
も
し
大
杖
や
手
足
で
人
を
殴
撃
し
、
折
傷
以
上
の
結
果
を
生
ぜ
し
め
た
場
合
に
は
、
闘
殺
傷
罪
か
ら
二
等
を
減
じ
て
罰
せ
ら

れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
右
の
「
折
傷
以
上
」
と
は
、
唐
闘
訟
律
殴
制
使
府
主
県
令
条
の
注
に
、

　
　
折
傷
。
謂
折
歯
以
上
。

と
あ
り
、
そ
の
疏
文
に
は
、

　
　
依
上
条
。
闘
殴
人
。
折
歯
。
殿
敏
耳
鼻
。
砂
一
目
及
折
手
足
指
。
若
破
骨
及
湯
火
傷
人
者
。
各
徒
一
年
。
此
云
折
傷
者
折
歯
以
上
。

　
　
得
徒
一
年
以
上
皆
是
。

と
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
右
の
疏
文
に
列
挙
さ
れ
た
程
度
の
傷
害
を
生
ぜ
し
め
た
時
は
、
監
臨
の
官
に
刑
事
責
任
が
生
じ
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
前
掲
断
獄
律
の
条
文
を
反
対
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
監
臨
の
官
は
公
事
に
よ
る
懲
戒
の
為
、
人
に
む
ち
打
つ
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
「
折
傷
」
に
至
ら
な
い
程
度
の
殴
撃
な
ら
ば
、
公
然
と
許
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
さ
て
、
今
昔
物
語
の
巻
二
四
に
掲
げ
ら
れ
た
「
大
隅
国
郡
司
、
読
和
歌
語
、
第
五
十
五
」
な
る
説
話
に
は
、
次
の
如
き
記
事
が
見
え
て

い
る
。

　
　
今
昔
、
大
隅
国
ノ
守
□
ロ
ト
云
者
有
ケ
リ
、
其
ノ
国
二
下
テ
、
政
始
メ
行
ケ
ル
間
、
郡
ノ
司
四
度
ケ
無
キ
事
共
有
ケ
レ
バ
、
速
二
召

　
　
シ
ニ
遣
テ
、
誠
メ
ム
ト
云
テ
使
ヲ
遣
ツ
、
前
前
此
様
二
四
度
ケ
無
キ
事
有
ル
時
ニ
ハ
、
罪
ノ
軽
重
二
随
テ
誠
ム
ル
事
、
常
ノ
例
也
、

　
　
其
レ
一
二
度
ニ
モ
非
ズ
、
度
々
四
度
ケ
無
キ
事
有
ケ
レ
パ
、
此
レ
ハ
重
ク
誠
メ
ム
ト
テ
召
也
ケ
リ
、
即
チ
将
参
タ
ル
由
、
使
云
ケ
レ

　
　
バ
、
前
々
誠
ム
ル
様
ニ
ゾ
、
ウ
ツ
臥
セ
テ
、
尻
頭
二
上
リ
、
可
居
キ
人
、
可
打
キ
様
ナ
ド
儲
テ
待
ツ
ニ
、
人
二
人
シ
テ
引
張
テ
将
来

　
　
タ
リ
、
（
以
下
略
）

　
こ
の
説
話
は
、
監
臨
の
官
た
る
国
司
が
、
公
事
に
よ
っ
て
部
内
の
郡
司
を
自
ら
む
ち
打
つ
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
立
証
す
る
史



料
で
あ
っ
て
、
前
掲
唐
断
獄
律
監
臨
以
杖
撞
人
条
に
相
当
す
る
条
文
が
我
が
養
老
律
に
も
存
在
し
た
こ
と
を
直
接
に
立
証
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
そ
の
存
在
を
示
唆
す
る
史
料
と
い
え
よ
う
。

　
次
に
、
万
葉
集
巻
五
に
収
め
ら
れ
た
、
か
の
山
上
憶
良
の
貧
窮
問
答
歌
に
、
「
楚
取
る
里
長
が
声
は
、
寝
屋
戸
ま
で
来
た
ち
呼
ば
ひ
澱
。
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
百
姓
を
径
役
に
駆
り
立
て
る
里
長
が
手
に
楚
、
す
な
わ
ち
答
杖
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
唐

断
獄
律
前
掲
条
の
間
答
に
は
、

　
　
問
日
。
里
正
坊
正
村
正
及
主
典
。
因
公
事
行
罰
。
前
人
致
死
。
合
得
何
罪
。

　
　
答
日
。
里
正
坊
正
村
正
等
。
唯
掌
追
呼
催
督
。
不
合
輻
加
答
杖
。
其
有
因
公
事
相
殴
撃
者
。
理
同
凡
闘
而
科
。
（
以
下
略
）

と
あ
っ
て
、
唐
に
お
い
て
も
、
里
正
、
坊
正
、
村
正
等
は
、
答
杖
を
も
つ
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
右
の
問
答
に
よ
れ
ば
、
そ

の
答
杖
は
人
民
を
篠
役
に
駆
り
立
て
る
為
の
威
嚇
の
シ
ソ
ボ
ル
で
あ
っ
て
、
実
際
に
使
用
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
里

正
等
の
掌
る
処
は
、
た
父
「
追
呼
催
督
」
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
点
、
「
折
傷
」
に
至
ら
ぬ
程
度
の
懲
戒
を
加
え
る
こ
と
が
公
然
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

許
さ
れ
て
い
た
監
臨
の
官
と
大
い
に
異
な
る
処
で
あ
る
。
貧
窮
問
答
歌
前
掲
個
所
に
、
「
寝
屋
戸
ま
で
来
た
ち
呼
ば
ひ
ぬ
。
」
と
あ
る
か

ら
、
唐
断
獄
律
に
あ
る
右
の
問
答
の
個
所
は
、
養
老
律
に
お
い
て
も
、
継
受
さ
れ
た
可
能
性
が
推
測
で
き
よ
う
。
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三
　
脳
定
そ
の
他

　
①
　
名
例
律
官
戸
家
人
条

　
近
時
、
利
光
三
津
夫
博
士
は
、
賊
盗
律
非
死
罪
条
疏
文
、
政
事
要
略
所
引
の
名
例
律
犯
罪
共
亡
条
疏
文
、
お
よ
び
同
断
獄
律
入
人
罪
条

疏
文
等
か
ら
、
養
老
名
例
律
官
戸
家
人
有
犯
条
を
復
原
さ
れ
た
（
『
法
学
研
究
』
四
五
の
八
所
収
「
律
五
箇
条
に
つ
い
て
」
、
同
四
五
の
六
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所
収
「
大
宝
・
養
老
律
八
条
」
）
。
す
な
わ
ち
博
士
の
復
原
さ
れ
た
文
は
、
左
の
通
り
で
あ
る
（
傍
線
の
部
分
）
。

　
　
凡
（
補
）
官
戸
家
人
称
部
曲
者
。
部
曲
妻
及
客
女
亦
同
（
唐
律
）
官
私
奴
碑
有
犯
。
本
条
無
正
文
者
。
（
唐
律
）
各
准
良
人
。
若
犯
流
徒
者
。
加

　
　
杖
免
居
作
。

　
処
で
、
唐
名
例
律
官
戸
部
曲
条
を
み
る
と
、
「
若
犯
流
徒
者
。
加
杖
免
居
作
。
」
の
疏
文
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
錐
力
）

　
　
犯
徒
者
。
准
無
兼
丁
例
加
杖
。
徒
一
年
加
杖
一
百
二
十
。
一
等
加
二
十
。
徒
三
年
加
杖
二
百
。
准
犯
三
流
。
亦
止
杖
二
百
。
決
詑
。

　
　
付
官
主
不
居
作
。

　
ま
た
、
利
光
博
士
の
示
さ
れ
た
政
事
要
略
所
引
の
養
老
名
例
律
犯
罪
共
亡
条
疏
文
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
し
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ト
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
も

　
　
若
官
戸
等
犯
流
。
加
杖
二
百
。
（
中
略
）
犯
徒
応
加
杖
者
。
一
等
加
二
十
。
加
至
二
百
。
当
徒
三
年
。
乃
至
流
刑
。
杖
亦
二
百
。
（
傍
点

　
　
筆
者
）

と
あ
り
、
ま
た
同
じ
く
政
事
要
略
所
引
の
養
老
断
獄
律
入
人
罪
条
疏
文
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
　
或
入
官
戸
家
人
奴
埠
井
単
丁
之
人
。
前
人
合
加
杖
者
。
亦
依
加
杖
之
法
。
（
傍
点
筆
者
）

と
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
養
老
律
疏
文
の
意
味
す
る
処
を
考
え
れ
ば
、
養
老
名
例
律
官
戸
家
人
条
に
お
い
て
も
、
前
掲
唐
名
例
律
官
戸
部
曲

条
の
疏
文
と
同
様
な
疏
文
が
存
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
政
事
要
略
所
引
養
老
名
例
律
犯
罪
共
亡
条
疏
文
と
同
養
老
断

獄
律
入
人
罪
条
疏
文
と
に
拠
っ
て
、
「
犯
徒
者
。
准
無
兼
丁
例
加
杖
。
徒
一
年
加
杖
一
百
二
十
。
一
等
加
二
十
。
徒
三
年
加
杖
二
百
。
准

犯
三
流
。
亦
止
杖
二
百
。
決
誰
。
付
官
主
不
居
作
。
」
な
る
養
老
名
例
律
官
戸
家
人
条
の
疏
文
を
、
意
を
も
っ
て
補
う
こ
と
が
許
さ
れ
る

と
考
え
る
。

（2）

詐
偽
律
詐
偽
官
私
取
物
条
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ま
ず
、
養
老
詐
偽
律
詐
偽
官
私
取
物
条
の
逸
文
を
左
に
列
挙
し
よ
う
。

　
　
詐
偽
律
云
。
詐
欺
官
私
以
取
財
物
者
。
准
盗
論
。
注
云
。
詐
欺
百
端
皆
是
。
若
監
主
詐
取
者
。
自
依
盗
法
。
（
政
事
要
略
巻
五
四
、
大

　
　
系
本
三
五
二
頁
）

　
　
詐
偽
律
。
詐
欺
官
私
以
取
財
物
者
。
准
盗
論
。
注
云
。
詐
欺
百
端
皆
是
。
若
監
主
詐
取
。
自
依
盗
法
。
（
同
巻
五
九
、
大
系
本
四
六
五
頁
）

　
　
詐
偽
律
云
。
詐
欺
官
私
以
取
財
物
者
。
准
盗
論
。
注
云
。
詐
欺
百
端
皆
是
。
監
主
詐
取
自
依
盗
法
。
疏
云
。
有
官
者
除
名
借
賊
如

　
　
法
・
（
同
巻
五
九
、
大
系
本
四
七
六
頁
）

　
　
詐
偽
律
云
。
詐
欺
官
私
。
以
取
財
物
者
。
准
盗
論
。
注
云
。
監
主
詐
取
。
自
依
盗
法
。
有
官
者
除
名
倍
賊
如
法
。
夫
得
者
減
二
等
。

　
　
（
同
巻
六
〇
、
大
系
本
五
〇
八
頁
）

　
　
詐
偽
律
云
。
詐
欺
官
私
。
以
取
財
物
者
。
准
盗
論
。
注
云
。
監
主
詐
取
。
自
依
盗
法
。
有
官
者
除
名
倍
賊
如
法
。
未
得
者
減
二
等
。

　
　
（
類
聚
三
代
格
、
大
系
本
二
九
四
頁
）

　
　
詐
偽
律
云
。
詐
欺
官
私
。
以
取
財
物
者
。
准
盗
論
。
注
云
。
監
主
詐
取
。
自
依
盗
法
。
有
官
者
除
名
。
倍
賊
如
法
。
未
得
者
減
二

　
　
等
。
（
賦
役
令
集
解
、
大
系
本
三
九
八
頁
）

　
右
に
見
る
よ
う
に
、
同
条
の
逸
文
に
は
、
そ
の
典
拠
と
す
る
史
料
に
よ
り
若
干
異
同
が
存
す
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
『
古
事
類
苑
法
律
部
』

（
一
の
四
三
一
頁
）
は
、
左
の
如
く
復
原
し
て
い
る
。

　
　
〔
政
事
要
略
六
＋
〕
詐
偽
律
云
。
詐
欺
官
私
。
以
取
財
物
者
。
准
盗
論
。
注
云
。
詐
欺
百
端
皆
是
。
若
期
耕
舗
鵡
圷
配
辮
、
監
主
詐
取
。

自
依
盗
法
。
疏
云
。
祀
翻
鷺
仁
絆
裕
拠
有
官
者
除
名
。
倍
賊
如
法
。
未
得
者
減
二
等
。
代
○
叡
塊
纐
縣
鰭

　
右
の
復
原
は
、
頗
る
正
確
で
あ
っ
て
、
今
こ
れ
に
つ
け
加
え
る
べ
き
何
も
の
も
な
い
が
、
た
だ
「
監
主
詐
取
」
の
下
に
、
政
事
要
略
巻

五
四
に
は
、
「
者
」
の
字
が
あ
り
、
唐
律
諸
本
に
も
「
者
」
の
字
が
存
す
る
か
ら
、
一
応
補
っ
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
未
得
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者
減
二
等
」
は
、
右
に
あ
げ
た
逸
文
か
ら
、
注
文
と
も
疏
文
と
も
と
れ
よ
う
。
唐
律
に
は
、
注
文
に
も
疏
文
に
も
共
に
存
す
る
の
で
、
恐

ら
く
養
老
律
に
お
い
て
も
、
両
方
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
右
の
復
原
文
に
み
る
よ
う
に
、
「
監
主
詐
取
者
。
自
従
盗
法
。
」
の
疏
文
に
は
、
た
だ
「
有
官
者
除
名
。
倍
賊
如
法
。
」
と
あ
っ

て
、
唐
律
疏
に
み
え
る
「
加
凡
盗
二
等
」
が
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
養
老
名
例
律
の
称
反
坐
罪
之
条
の
逸
文
に
、
「
並
不
在
除
免
倍
賊
加

役
流
之
例
」
（
法
曹
至
要
抄
、
政
事
要
略
巻
五
九
）
と
あ
り
、
ま
た
、
同
じ
く
自
首
条
の
疏
の
逸
文
に
、
「
称
罪
之
者
。
不
在
除
免
倍
舷
加

役
流
之
例
。
」
（
政
事
要
略
巻
八
四
）
と
あ
っ
て
、
共
に
唐
律
に
み
え
る
「
監
主
加
罪
」
の
文
が
存
在
し
な
い
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
利
光
三

津
夫
博
士
の
賊
盗
律
監
臨
主
守
自
盗
条
が
養
老
律
に
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
説
（
『
律
令
お
よ
び
令
制
の
研
究
』
三
〇
頁
）
を
裏
づ
け

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

③
　
断
獄
律
赦
前
断
罪
不
当
条

国
史
大
系
『
律
』
所
収
の
「
律
逸
文
」
に
は
、
断
獄
律
赦
前
断
罪
不
当
条
が
、
次
の
如
く
復
原
さ
れ
て
い
る
（
一
七
七
頁
）
。

　
　
凡
補
赦
前
断
罪
。
動
轍
事
不
当
者
。
若
処
軽
為
重
。
宜
改
従
軽
。
処
重
為
軽
。
即
依
軽
法
。
其
鱒
唐
常
赦
所
不
免
者
。
依
常
律
。
常

　
　
赦
所
不
免
者
。
謂
。
難
会
大
赦
。
猶
処
死
及
流
。
若
除
名
。
免
所
居
官
。
及
移
郷
者
。
鵜
懲
鍍
　
（
以
下
略
）

　
処
で
、
政
事
要
略
巻
六
〇
を
み
る
と
、
同
条
が
次
の
如
く
引
か
れ
て
い
る
。

　
　
断
獄
律
云
。
常
赦
所
不
免
者
依
常
律
。
注
云
。
常
赦
所
不
免
。
謂
。
錐
会
大
赦
。
猶
処
死
及
流
。
若
除
名
。
免
所
居
官
。
（
大
系
本
四

　
　
九
七
、
四
九
九
頁
）

　
右
に
み
る
如
く
、
政
事
要
略
巻
六
〇
に
は
、
大
系
本
『
律
』
の
「
律
逸
文
」
が
挙
げ
て
い
る
「
及
移
郷
者
」
は
引
か
れ
て
い
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
大
系
本
『
律
』
の
「
律
逸
文
」
は
、
「
及
移
郷
者
」
を
削
除
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
か
し
、
政
事
要
略
巻
八
四
所
引
の



養
老
名
例
律
犯
罪
共
亡
条
の
本
注
「
常
赦
所
不
原
者
。
依
常
法
。
」
の
疏
文
に
は
、

　
　
謂
。
錐
会
大
赦
。
猶
処
死
及
流
。
若
除
名
。
免
所
居
官
。
及
移
郷
之
類
。
此
等
既
赦
所
不
原
。

と
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
明
か
に
「
及
移
郷
之
類
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
掲
「
及
移
郷
者
」
は
復
原
可
能
で
あ
る
。
国

史
大
系
本
の
「
律
逸
文
」
が
拠
っ
た
『
律
逸
』
に
は
、
「
及
移
郷
者
」
の
下
に
、
た
だ
「
政
事
要
略
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
『
律

逸
』
は
本
条
を
復
原
す
る
に
当
っ
て
、
政
事
要
略
の
巻
六
〇
と
巻
八
四
と
の
両
者
に
拠
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
点
は
不
詳
で
あ

る
が
、
こ
こ
に
改
め
て
本
条
の
復
原
文
を
左
に
示
し
て
お
く
。

　
　
凡
（
補
）
赦
前
断
罪
。
（
政
事
要
略
八
二
）
不
当
者
。
若
処
軽
為
重
。
宜
改
従
軽
。
処
重
為
軽
。
即
依
軽
法
。
其
（
唐
律
）
常
赦
所
不
免
者
。

　
　
依
常
律
。
常
赦
所
不
免
者
。
謂
。
雛
会
大
赦
。
猶
処
死
及
流
。
若
除
名
。
免
所
居
官
。
（
政
事
要
略
六
〇
、
剣
）
及
移
郷
（
政
事
要
略
八
四
）
者
。
即
赦
書
定
罪

　
　
名
G
合
従
軽
者
。
又
不
得
引
律
比
附
入
重
。
違
者
各
以
故
失
論
。
（
唐
律
）

附
記
　
本
稿
は
昭
和
四
十
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
の
交
付
を
う
け
た
総
合
研
究
㈹
「
日
本
律
令
の
研
究
」
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
な

　
　
お
、
本
稿
作
成
に
当
り
、
逸
文
摺
撚
作
業
の
現
状
を
表
記
さ
れ
た
嵐
義
人
氏
の
労
作
「
逸
律
摺
掠
論
考
一
覧
」
（
未
刊
）
を
参
照
し
た
。
こ
こ
に
記

　
　
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
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